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国が策定した「運動部活動の在り方に関する総合的なガイドライン」並びに
「茨城県運動部活動の運営方針」に則り、また、「筑西市部活動の運営方針」
を参考に、生徒の生活や健全な成長のバランスに配慮し、「附属中部活動運営
方針」を以下に定める。

１ 適切な運営のための体制整備
〇 校長は、「茨城県運動部活動の運営方針」に則り、また、「筑西市部活動
の運営方針」を参考に、「学校の部活動に係る活動方針」を毎年度策定す
る。
〇 部活動顧問は、年間の活動計画（活動日，休養日及び参加予定大会等）
並びに毎月の活動計画（活動日時・場所，休養日及び参加予定大会等）を
毎月の２５日までに作成し、特活部長を通じて校長に提出する。なお、活
動実績についても適宜提出する。

〇 校長は、「学校の部活動に係る活動方針」及び部活動顧問が作成する「活
動計画」を、生徒及び保護者へ通知する。

〇 特活部長は、定期的に「部活動運営委員会（顧問会議等）」を開催する。
なお、必要に応じて、保護者や地域の人々、学校医等も加え、十分な理解
と協力を得る。
〇 筑西市内中学校における部活動終了時刻、完全下校時刻と同一にし、厳
守する。
１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

完全下校 原則 17:30
時刻 17:00 17:30 18:00 3時間程度 18:00 県西大会ま 17:00 16:50

で
17:15

２ 合理的でかつ効率的・効果的な活動の推進のための取組
〇 部活動顧問は、生徒の心身の健康管理、事故防止及び体罰・ハラスメン
トの根絶を徹底する。

〇 休日及び長期休業中の活動は、上限を３時間とする。
〇 部活動顧問は、部活動経営の基本として「ＰＤＣＡサイクル」を確実に
実施し、より最適な運営を目指した工夫・改善に努める。
〇 部活動顧問は、活動目標、指導方針、出場試合等、具体的な練習内容や
方法等について、生徒や保護者が十分に理解できるよう適切に伝える。

３ 適切な休養日等の設定
〇 学期中は、週当たり２日以上の休養日を設ける。（水曜日は原則休養日
とし、土曜日及び日曜日（以下「週末」という。）はいずれか１日以上を
休養日とする。）
週末に大会参加等で活動した場合は、休養日を他の日に振り替える。

〇 長期休業中における休養日の設定は、学期中に準じた扱いを行う。また、
生徒が十分な休養を取ることができるとともに、活動以外にも多様な活動
を行うことができるよう、ある程度長期の休養期間（オフシーズン）を設
ける。（年末・年始及びお盆等の学校閉庁日）
〇 活動時間の上限は、平日は２時間、休業日（学期中の週末を含む）は３
時間とする。また、1週間当たり11時間とする。上限時間の範囲内ででき
るだけ短時間に、合理的でかつ効率的・効果的な活動を行う。
〇 生徒の健康管理や学校生活への支障を考慮し、朝練は行わず、放課後の
限られた時間で活動していく。
※ 駅伝大会等に向けて選手を選抜して練習を行う必要がある場合は、校
長と協議し、生徒の希望及び保護者の承諾を得て部活動時間内に実施す



る。

〇 定期テスト１週間以内は練習及び練習試合は原則禁止とする。

４ 学校単位で参加する大会について
〇 学校単位で参加する大会については、校長の許可を得て参加する。
〇 大会には、各種目とも、月１回程度、年間１２回程度までとする。

５ 熱中症事故の防止に向けて
①気象庁の高温多湿情報が発せられた地域・時間帯においては、屋外の活動
を原則として行わないこと。また、環境省熱中症予防情報サイト上の暑さ
指数（ＷＢＧＴ）が31℃以上の場合も、屋外の活動を原則として行わない
こと。

＜参考＞
参考気温 暑さ指数 段階 対応
35℃以上 31以上 運動は原則中止 ・特別な場合以外は運動を中止する。

・激しい運動や持久走など体温が上昇しやす
31℃以上 28以上 厳重警戒 い運動は避ける。10分～20分おきに休憩

をとり、水分・塩分の補給を行う。暑さに
弱い生徒は、運動を軽減または中止する。
・積極的に水分をとり適宜、水分・塩分を補

28℃以上 25以上 警戒 給する。激しい運動では30分おきくらい
に休憩をとる。

24℃以上 21以上 注意 ・熱中症の兆候に注意するとともに、運動の
合間に積極的に水分・塩分を補給する。

②各部活動顧問は、必ず暑さ指数を測定し、職員室に報告すること。また、
活動前には参加生徒の体調確認（睡眠や朝食の摂取状況）を必ず行うこと。

③高温や多湿時において、大会や練習試合、試合が予定されている場合、大
会の延期や見直しを図るともに、練習試合、練習については、中止等、柔
軟な対応を行うこと。やむを得ない事情により開催する場合は、以下のこ
とに留意し、生徒の健康管理を徹底すること。

・参加生徒の体調確認の確実な実施
・活動時間の短縮や活動内容の変更
・こまめな水分・塩分の補給や休憩の確保
・観戦者の軽装や着帽

④万が一、熱中症の疑いがある症状が見られた場合には、ためらわず病院へ
搬送を行うとともに、早期の水分・塩分補給や体温の冷却等、適切な対応
をすること。

６ 感染症拡大防止に向けて
①基本的な感染予防対策を徹底するとともに、新しい生活様式を意識した活
動を実践する。

②顧問、生徒及び生徒の家族等に、発熱・咳・咽頭痛などの症状がある場合
は、活動を自粛し、自宅で休養する。

③各種大会や練習試合等の生徒の移動方法については、交通事故や感染予防
等への十分な配慮を行う。

④県内及び各地域等の感染拡大状況により、柔軟に対応するとともに、各競



技団体からの競技特性に応じたガイドラインを参考に、感染拡大予防のた
めの必要な取組を実施する。

⑤新型コロナウイルス感染症、インフルエンザ等感染症の拡大が見られる
ときには、学校医と相談し、一定期間、対象部活動または、全部活動を
中止とする。

７ 緊急時の対応について
①生徒が意識を失うなどの生命の危険がある場合、及び首から上の箇所にけ
がをした場合はためらわずに119番通報し、救急車を要請するとともに、
心肺蘇生法（胸骨圧迫たAEDの使用など）等、適切な対応をすること。

②不審者が侵入した場合は、ためらわずに110番通報し、警察を要請すると
ともに、生徒の身の安全の確保を最優先する手段を講じること。

③顧問が一人で指導する場合の緊急時の対応については、特に体制を整備し、
万全を期するよう努めること。

８ 生徒の多様なニーズを踏まえた活動環境の整備
①活動日数や活動時間を不断に見直し、生徒が希望すれば、特定の種目以外
の部活動や地域での活動を含めて様々な活動を同時に経験できるように配
慮する。

②スポーツ・文化芸術活動に親しむことを重視し、一人一人の特性に応じた
課題の発見や、挑戦することの大切さを学ぶとともに、過度な負担となら
ないような工夫や配慮をする。

９ 学校の働き方改革を踏まえた運営体制の構築
①円滑に部活動を運営できるよう、部活動数を精選するとともに、複数顧問
交代による単独指導の原則を徹底する。

②大会の組合せや打合せ会議について、可能な限り対面によらず、デジタル
化・オンライン化などの合理化を図る。


